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永
き
に
わ
た
り
地
区
コ
ミ

協
を
導
か
れ
た
饗
庭
会
長
が

昨
年
12
月
に
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
饗
庭
会
長
の
後
任
と
し

て
、
本
年
２
月
に
私
、
白
井

が
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
地
区
コ
ミ
協
は
、
自
治
会

を
は
じ
め
地
区
内
の
様
々
な

活
動
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た

70
余
名
の
会
員
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
足
か

ら
19
年
が
経
ち
、
今
で
は

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
総
合
防

災
訓
練
な
ど
、
様
々
な
活
動

が
し
っ
か
り
と
定
着
し
て
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
コ
ミ
協
会

員
一
人
一
人
の
小
さ
な
力
と

知
恵
を
結
集
し
、
南
越
谷
地

区
を
少
し
で
も
住
み
や
す
い

〝
ま
ち
〞
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
南
越
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
で
は
、
役

員
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
臨

時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
会
員
出
席
数
は
52
名
で

し
た
。

　
昨
年
12
月
に
急
逝
さ
れ
た

饗
庭
会
長
の
後
任
に
白
井
俊

市
氏
が
、
白
井
副
会
長
の
後

任
に
竹
内
輝
明
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
白
井
氏
は
３
代

目
の
会
長
と
な
り
ま
す
。

　
南
越
谷
地
区
コ
ミ
協
で

は
、
会
員
52
名
の
出
席
で
臨

時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
空
席
と
な
っ
て
い
ま
し
た

会
長
に
白
井
俊
市
氏
を
選
出

し
、
副
会
長
に
竹
内
輝
明
氏

を
新
任
し
ま
し
た
。
白
井
氏

は
３
代
目
の
会
長
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
３
月
10
日
㈰
に
実

施
す
る
防
災
訓
練
の
説
明
と

部
会
の
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。

　
例
年
の
通
り
、
午
前
９
時
に
災
害
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
毎
に
集
ま

り
、
避
難
場
所
の
確
認
な
ど
を
行
い
、
地
区
総

合
防
災
訓
練
会
場
で
あ
る
南
越
谷
小
学
校
に
集

合
し
、
避
難
人
数
を
報
告
。
全
体
で
約
１
、
０

０
０
名
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
協
白
井
会
長
、
高
崎
自
治
会
連
合
会
会

長
に
続
き
、来
賓
の
高
橋
市
長
か
ら
は
、「
最
近
、

関
東
地
方
に
地
震
が
頻
発
し
て
い
る
。
繰
り
返

し
訓
練
し
て
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
訓
練
に
入
り
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
応
急
救
護
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た

訓
練
、
救
急
搬
送
訓
練
、
初
期
消
火
で
は
消
火

器
・
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
訓
練
、
煙
中
体
験
を
熱
心

に
行
い
、
震
度
７
の
揺
れ
を
体
験
す
る
起
震
車

や
は
し
ご
車
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。

　
訓
練
後
の
講
評
で
、
越
谷
市
消
防
本
部
百
木

次
長
は
、「
防
災
用
品
セ
ッ
ト
は
倉
庫
の
隅
な

ど
に
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
飲
み
水
、
非
常

用
食
糧
は
重
要
で
す
。
地
震
発
生
初
期
の
対
応

や
消
火
器
訓
練
な
ど
で
身
に
つ
け
た
こ
と
を
役

立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
炊
き
出
し
班
が
作
っ
た

「
す
い
と
ん
」を
試
食
し
、非
常
食
の「
ア
ル
フ
ァ

米
」
と
「
乾
パ
ン
」
を
も
ら
い
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
っ
て
も
未
だ

余
震
の
恐
怖
は
続
い
て
い
ま
す
。
防
災
対
策
を

も
う
一
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。    

Ｔ
・
Ｏ
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コ
ミ
協
臨
時
総
会
開
催

南
越
谷
小
学
校
校
庭
　
３
月
10
日
㈰

南
越
谷
小
学
校
校
庭
　
３
月
10
日
㈰

第
18
回 

南
越
谷
地
区
「
総
合
防
災
訓
練
」

彩
の
国
21
世
紀 

郷
土
か
る
た
大
会

彩
の
国
21
世
紀 

郷
土
か
る
た
大
会

３
月
12
日
㈫

３
月
12
日
㈫

南
越
谷
地
区
犯
罪
の
現
状
と
課
題

南
越
谷
地
区
犯
罪
の
現
状
と
課
題

第
16
回 

南
越
谷
地
区
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
16
回 

南
越
谷
地
区
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
小
学
生
を
対
象
に
「
彩
の
国
21
世
紀
郷
土
か
る
た
」

の
越
谷
市
大
会
に
続
き
、
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
越
谷
市
で
は
平
成
７
年
の
13
回
大
会
以
来
２
度
目
）

　
県
大
会
は
、
昨
年
11
月
か
ら
今
年
の
２
月
に
か
け

て
行
わ
れ
た
県
内
各
地
区
の
厳
し
い
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
6
0
0
名
の
選
手
や
、
読
み
手
・
審
判
の
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
そ
し
て
応
援
の
保
護
者
が
参
加
し
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
体
戦
と
個
人
戦
に
分
か

れ
て
優
勝
を
目
指
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
南
越
谷
の
代
表
も
健
闘
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

は
左
記
の
通
り
で
す
。

Ｒ
・
Ｙ

【
越
谷
市
大
会
】

団
体
優
勝
…
杉
の
子
Ａ（
豊
田
清
華
、
五
十
嵐
優
佳
、

　
　
　
　
　
安
藤
竜
也
、
河
地
佑
太
）

ベ
ス
ト
８
…
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
Ａ（
赤
城
悠
加
、

　
　
　
　
　
長
谷
川
江
龍
、
西
山
流
聖
）

【
県
大
会
】

団
体
ベ
ス
ト
16
…
杉
の
子
Ａ

　
最
近
の
南
越
谷
地
区
の
犯
罪
発
生
状
況
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
越
谷
警
察
署
生
活
安

全
課
に
取
材
し
ま
し
た
。

　
な
か
な
か
減
ら
な
い
振
り
込
め
詐
欺
。
最

近
の
傾
向
は
「
劇
場
型
」
で 

劇
場
型
と
は
、

集
団
で
い
ろ
い
ろ
な
登
場
人
物
に
な
り
す
ま

し
て
、
次
々
と
劇
を
し
て
騙
す
手
口
に
よ
る

詐
欺
で
す
。
こ
の
防
止
策
は
「
一
人
で
解
決

し
な
い
こ
と
」「
警
察
署
・
近
所
の
人
、
身

内
の
人
に
相
談
」
が
最
良
の
方
法
で
す
。

　
特
に
最
近
増
加
し
て
い
る
の
は
、
コ
ン
ビ

ニ
の
被
害
、
業
務
用
自
動
車
盗
難
（
ト
ラ
ッ

ク
、
バ
ン
型
乗
用
車
、
特
殊
車
両
）
で
す
。

越
谷
市
内
の
犯
罪
発
生
は
、
南
越
谷
も
含
め

て
、
こ
こ
２
〜
３
年
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。（
年
間
で
約
６
％
）

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
日
頃
実
行
さ
れ
て
い
る

「
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
心
掛
け
」「
一
声

運
動
」「
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
」「
A
T
M
パ
ト

ロ
ー
ル
」「
月
一
回
の
警
察
署
と
の
合
同
パ

ト
ロ
ー
ル
」「
地
域
内
の
ル
ー
ル
を
守
る
」

な
ど
が
実
を
結
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
さ
ら
な

る
犯
罪
防
止
に

向
け
て
、
今
ま

で
以
上
に
警
察

署
と
地
域
の
皆

さ
ん
と
連
携
し

て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。Ｔ

・
Ｎ

　
第
16
回「
南
越
谷
地
区
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
」
を
目

指
し
、
約
6
・
5
㎞
を
総
勢
１
０
０
名
で
歩
き

ま
し
た
。
途
中
の
大
相
模
不
動
尊
に
立
寄
り
、

境
内
に
あ
る
「
虹
だ
ん
ご
」
で
有
名
な
お
団
子

屋
さ
ん
で
、
で
き
た
て
を
と
て
も
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
強
風
の
中
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
大
変
で
し

た
が
、
参
加
者
全
員
が
無
事
に
ゴ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。

Ｍ
・
Ｗ

　東日本大震災から2年経過した
被災地では本格的な復旧・復興を

目指し、希望を持ち続けておられます。私たちには、助け合
いながら災害を乗り越える“人と人とのきずな”や、地域の
つながりなどの大切さに気付くきっかけとなりました。 Ｓ・Ｈ

主
催
　
ス
ポ
レ
ク
　
３
月
２
日
㈯

●南越谷地区コミュニティ推進協議会総会
　日時：5月10日㈮　午後７時
　会場：南越谷地区センター

コ
ミ
協
会
長
就
任
に
あ
た
り

会長
白井 俊市 南

越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
　
２
月
13
日
㈬

〜
３
･
11
を
忘
れ
ず
に
〜

期間：H19.12.1～ 25.3.11
累計で

4,727,853個
ポリオワクチン／5,866人分、CO2発生削減／36,957Kg でした。

　当地区コミ協の会長として、永きに
わたり地域のコミュニティづくりにご
尽力されました。これからも意志を引き継ぎ、務め
てまいります。心からご冥福をお祈りいたします。

敬弔 饗庭 秀男氏　12月10日逝去

一
人
で
解
決
し
な
い
、
家
族
・
警
察
に
相
談
を

〜
な
か
な
か
減
ら
な
い
振
り
込
め
詐
欺
〜

越
谷
市
大
会
　
２
月
11
日

　
　
県
大
会
　
３
月
10
日
㈰

越
谷
市
大
会
　
２
月
11
日

　
　
県
大
会
　
３
月
10
日
㈰（月・祝）

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
へ

越
谷
市
総
合
体
育
館

1 4
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わくわくお話広場

新越谷駅西口ロータリー

地区センター玄関前

越谷ファミリータウン
自治会長　岩男 義明氏
(向かって 右から2番目)

ゴムてっぽう めんこ

南
越
谷
地
区
コ
ミ
協
の
発
表
と
参
加
者

花
い
っ
ぱ
い
運
動

花
い
っ
ぱ
い
運
動

〜
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
〜

〜
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
〜

〜
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
越
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
参
加
〜

〜
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
越
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
参
加
〜

　
今
年
度
３
回
目
と
な
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
が

雛
祭
り
の
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
門
に
は
「
街
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
」
の
「
の

ぼ
り
旗
」
が
立
て
ら
れ
、
南
越
谷
地
区
の
緑
化
運
動

推
進
の
た
め
、
今
回
は
希
望
す
る
自
治
会
へ
花
苗
が

20
ポ
ッ
ト
ず
つ
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
花
苗
は
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
・
プ
リ
ム
ラ
・
ム
ル
チ
コ
ー

レ
各
１
０
０
ポ
ッ
ト
、
パ
ン
ジ
ー
３
０
０
ポ
ッ
ト
の

合
計
６
０
０
ポ
ッ
ト
と
種
類
が
多
く
、
皆
さ
ん
楽
し

そ
う
に
選
び
、
何
種
類
か
取
り
混
ぜ
て
持
っ
て
行
く

自
治
会
も
あ
り
ま
し
た
。

　
花
苗
は
自
治
会
に
配
付
さ
れ
た
ほ
か
、
第
１
・
２

回「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」で
花
を
植
え
て
い
る
鳩
ヶ
谷
・

別
府
線
沿
い
の
花
壇
の
補
充
と
手
入
れ
を
し
、
ま
た

地
区
セ
ン
タ
ー
の
花
壇
の
植
え
替
え
も
行
わ
れ
、
玄

関
前
が
明
る
く
華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
自
治
会
に

よ
っ
て
は
、
新
越
谷
駅
前
の
花
壇
、
自
治
会
館
に
植

え
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
冬
は
何
度
も
雪
が
降
っ
て
厳
し
い
冬
で
し
た

が
、
何
日
も
続
い
て
い
た
強
風
も
弱
ま
り
、
春
の
訪

れ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

Ｎ
・
Ａ

　
市
内
で
活
動
す
る
市
民
活
動
団
体
を
は

じ
め
地
域
活
動
団
体
や
企
業
・
行
政
が
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
「
大
き
な
お

世
話
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
５

団
体
が
活
動
の
発
表
と
情
報
の
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
「
み
ん
な
で
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
」（
越

谷
っ
て
こ
ん
な
に
オ
モ
シ
ロ
イ
!! 

）を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
各
種

団
体
の
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
会
館
前
広
場
で
は
、
模
擬
店
、
太

鼓
演
奏
、
バ
ザ
ー
で
は
「
大
き
な
お
世
話

な
べ
」（
豚
汁
風
）
の
販
売
が
あ
り
ま
し
た
。

　
越
谷
コ
ミ
協
で
は
、
当
南
越
谷
地
区
コ

ミ
協
の
他
３
地
区
が
２
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
地
区
の
催
し
を
大
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
、

資
料
を
配
り
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

Ｔ
・
Ｎ

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
地
区
の
自
治
会
長
を
は

じ
め
小
中
学
校
の
恩
師
を
来
賓
に
迎
え
、
多
く
の
保
護

者
も
列
席
さ
れ
、
平
成
24
年
度
の
南
越
谷
地
区
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
南
越
谷
地
区
の
対
象
者
は
、
３

１
４
名
で
出
席
し
た
新
成
人
は
２
１
４
名
で
し
た
。

　
式
典
は
、
新
成
人
実
行
委
員
の
名
倉
さ
ん
に
よ
る
司

会
で
、
飯
島
実
行
委
員
長
、
越
谷
市
長
、
越
谷
市
議
会

議
長
よ
り
「
人
と
人
の
出
会
い
と
絆
を
大
切
に
進
ん
で

欲
し
い
」「
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
、
力
強
く
未
来
を

切
り
開
い
て
欲
し
い
」
な
ど
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
答
え
て
新
成
人
を
代
表
し
て
河
﨑
さ
ん

よ
り
「
全
体
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
る
た
め
、
大

人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ

て
、
新
し
い
日
本
を
作
る

た
め
に
貢
献
し
ま
す
」
と

力
強
い
誓
い
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　
来
賓
紹
介
で
は
、
小
・

中
学
校
恩
師
の
時
に
、
大

き
な
拍
手
と
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
新
成
人
実

行
委
員
に
よ
る
抽
選
会
で

盛
り
上
が
り
、
茶
話
会
で

は
恩
師
を
囲
み
、
仲
間
と

の
輪
も
あ
ち
こ
ち
に
で

き
、
な
ご
や
か
な
ひ
と
時

で
し
た
。

Ｓ
・
Ｈ

　
自
治
会
を
取
巻
く
環
境
は
、
高
齢
化
到
来
、
自
治
会

加
入
の
減
少
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
越
谷
市

13
地
区
自
治
会
が
出
席
し
、高
橋
越
谷
市
長
の
挨
拶
後
、

第
１
部
は
佐
藤
良
子
立
川
市
大
山
自
治
会
長
よ
り
「
住

民
に
必
要
と
さ
れ
る
自
治
会
づ
く
り
」
に
つ
い
て

1
0
0
％
自
治
会
加
入
に
至
っ
た
ま
で
の
課
程
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
「
魅
力
的
な
自
治
会
を
め
ざ
し
て
」
と
し

て
佐
藤
良
子
さ
ん
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
、
越
谷

フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
・
船
渡
睦
町
会
・
南
荻
島
出
津
・

藤
塚
北
各
自
治
会
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、「
自
治
会
加

入
率
の
低
下
」「
自
治
会
役
員
の
後
継
者
不
足
」「
高
齢

化
対
策
」
等
を
中
心
に

熱
心
な
討
議
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
や
討
議
を

通
じ
て
、「
こ
こ
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
・
育
っ
て

よ
か
っ
た
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
み
ん
な
で
作
り

あ
げ
る
よ
う
な
自
治
会

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

T
・
Ｎ

　
今
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
安
全
・
安

心
な
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
３
部
構

成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
獨
協
大
学
高
松
和
幸
教
授
か
ら

「
ど
の
よ
う
に
防
災
意
識
を
高
め
る
か
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
学
生
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
防
災
イ
ベ
ン
ト
「
イ
ザ
！
　
カ
エ
ル

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
や
、
地
域
の
問
題
解
決
能
力
を

高
め
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
は

お
も
ち
ゃ
の
物
々
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ゲ
ー
ム

感
覚
で
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
同

時
に
子
ど
も
の
親
の
世
代
も
積
極
的
に
防
災

活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
部
で
は
、
３
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
か
ら
活
動
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

◎
桜
井
地
区
で
は
落
語
会
、
福
祉
・
医
療
に
関

す
る
講
演
や「
さ
わ
や
か
桜
井
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

な
ど
を
実
施
し
、高
齢
者
社
会
に
必
要
な
知
識
、

健
康
増
進
、
住
民
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◎
大
沢
地
区
で
は
「
総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施

し
、
自
治
会
内
の
防
災
体
制
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
各
種
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
南
越
谷
地
区
で
は
地
区
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
と
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
促
進
す

る
た
め
の
「
総
合
防
災
訓
練
」、
地
域
の
防
災

拠
点
を
実
際
に
歩
い
て
確
認
す
る
た
め
の
「
防

災
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」、
災
害
時
に
適
切
な
初

期
応
急
手
当
が
で
き
る
「
普
通
救
命
講
習
会
」

の
実
施
や
、
防
犯
の
た
め
の
一
声
運
動
お
よ
び

自
転
車
マ
ナ
ー
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー

を
小
学
生
か
ら
募
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多

世
代
に
わ
た
る
地
域
住
民
の
防
犯
と
交
通
安

全
へ
の
認
識
向
上
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
部
は
、
高
松
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、事
例
発
表
し
た
３
地
区
に
加
え
、

新
方
地
区
、
増
林
地
区
、
出
羽
地
区
と
獨
協
大

学
の
２
学
生
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、「
防

災
の
た
め
の
財
源
を
ど
う
確
保
し
て
い
る
か
」

「
ど
う
い
う
人
材
を
育
て
て
い
く
か
」「
過
去
の

取
り
組
み
事
例
」「
今
後
の
活
動
計
画
」
等
の

テ
ー
マ
に
関
し
て
各
参
加
者
に
よ
る
情
報
交
換

が
あ
り
ま
し
た
。
高
松
教
授
か
ら
は
、
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
地
域
力
を
高
め
る
、
と
い

う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、高
橋
越
谷
市
長
か
ら
、各
コ
ミ
協
・

自
治
会
が
一
致
協
力
し
て
自
助
・
共
助
・
公
助

の
た
め
の
日
頃
の
活

動
が
重
要
で
あ
る
、

と
の
激
励
が
あ
り
閉

会
致
し
ま
し
た
。Ｓ

・
Ｋ

環
境
・
衛
生
部
会
担
当  

３
月
３
日
㈰

第
５
回  

協
働
フ
ェ
ス
タ

南
越
谷
地
区
成
人
式

南
越
谷
地
区
成
人
式

〜
ど
の
個
性
も
輝
き
の
成
人
〜

〜
ど
の
個
性
も
輝
き
の
成
人
〜

 

富
士
中
学
校
体
育
館
　
１
月
13
日
㈰

第
３
回  

自
治
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

子ども発表会子ども発表会
南越谷地区センター多目的ホール　3月3日㈰南越谷地区センター多目的ホール　3月3日㈰

昔からの遊び大会昔からの遊び大会
福祉部会担当　南越谷小学校　1月25日㈮福祉部会担当　南越谷小学校　1月25日㈮

主
催
　
協
働
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
　
１
月
26
日
㈯

主
催
　
協
働
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
　
１
月
26
日
㈯

主
催
　
越
谷
市
自
治
会
連
合
会
・
越
谷
市

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
　
２
月
16
日
㈯

主
催
　
越
谷
市
自
治
会
連
合
会
・
越
谷
市

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
　
２
月
16
日
㈯

第
13
回  

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

主
催
　
越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
　
越
谷
市

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
劇
場
　
２
月
16
日
㈯

主
催
　
越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
　
越
谷
市

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
劇
場
　
２
月
16
日
㈯

　
公
民
館
主
催
事
業
の

発
表
会
が
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
パ
レ
ッ
ト
子
育
て
広

場 

」
で
は
体
操
と
合
奏
、

「
わ
く
わ
く
お
話
広
場
」

で
は
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、「
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
」
と 

「
キ
ッ
ズ
・
子

ど
も
太
鼓
、
子
ど
も
太

鼓
ど
ん
ど
こ
」
で
は
１

年
間
の
練
習
の
成
果
を

大
勢
の
保
護
者
を
前
に

伸
び
伸
び
と
発
表
し
て

い
ま
し
た
。

Ｓ
・
Ｈ

　
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
で
活

動
し
て
い
る
方
々
に
対
し
、
南
越
谷
小
学

校
か
ら
１
年
生
の
生
活
科
学
習
「
昔
か
ら

の
遊
び
大
会
」
の
実
施
協
力
の
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。
コ
ミ
協
で
は
、
福
祉
部
会
員

が
世
代
間
交
流
事
業
と
し
て
協
力
し
ま
し

た
。

　
昔
か
ら
の
遊
び
の
中
か
ら「
お
手
玉
」「
折

り
紙
」「
け
ん
玉
」「
め
ん
こ
」「
こ
ま
回
し
」「
紙

て
っ
ぽ
う
」「
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う
」「
竹
ト
ン
ボ
」

「
凧
あ
げ
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
は
１
回
20
分

位
で
２
つ
の
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ど
の
遊
び
に
も
新
鮮
な
面
持
ち
で
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
昔
に
戻
り
、

た
く
さ
ん
の
孫
？
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

K
・
H

ひ
　
と
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